
第１号様式（第５条関係）

年 9 月 7 日

2

3

〒

6

5 所在地

125-0051

東京都葛飾区新宿２－２３－３

ホームページＵＲＬ http：//www.nakanetsu.com

従業員（構成員）数 12人

4 代表者　職・氏名

職名 代表取締役

氏名 河手　正直

1 事業者等の名称

中島熱化学工業株式会社

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数 3

業種 ２．建設業

7・9
社屋に太陽光パネルを設置､蓄電池を導入
し､災害時でもデータのバックアップ確保を実
現した。

全照明をLED化し、CO2削減

1･4･10
はぐくみ債の発行に伴い､地元の小学校へ楽
器を寄付。

社会奉仕団体を通じ海外留学生への奨学金
を寄付する。

8・9・12
図面､会計資料､FAXをデジタル化し、ペー
パーレスを推進､ごみの削減に貢献。

経費精算、書類確認を社外から申請を可能に
する。

12・13
14・15

環境に配慮した(ｸﾞﾘｰﾝマーク)製品の使用を
推進。

環境取り組み業者を仕入先として優先して選
定する。

目標に関連する取組内容等

ゴール これまでの取組内容 2022 年12月31日までの取組目標

☑ ☑ ☑

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

☑ ☑

「つくる責任 つかう責任」を最重要課題に設定し、CO2削減(脱炭素)を実践し地球環境を守ります。
従業員へは仕事で求められる能力を学び続けてキャリアアップ可能な支援をします。

目指すＳＤＧｓのゴール（複数選択可）

葛飾区ＳＤＧｓ宣言書

宣言日 2022

事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

企業だけでなく全従業員一丸となって持続的成長を実現し､安定した利益をあげる。
また､従業員がいきいきと働き、社会課題に積極的に取り組んでいる。

事業者等としてのねらい、特徴的な活動



第１号様式（第５条関係）

年 2 月 27 日

2

3

〒

6

葛飾区ＳＤＧｓ宣言書

宣言日 2025

事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

企業だけでなく全従業員一丸となって持続的成長を実現し､安定した利益をあげる。
また､従業員がいきいきと働き、社会課題に積極的に取り組んでいる。

事業者等としてのねらい、特徴的な活動

☑ ☑

「つくる責任 つかう責任」を最重要課題に設定し、CO2削減(脱炭素)を実践し地球環境を守ります。
従業員へは仕事で求められる能力を学び続けてキャリアアップ可能な支援をします。

目指すＳＤＧｓのゴール（複数選択可）

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

目標に関連する取組内容等

ゴール これまでの取組内容 2025 年12月31日までの取組目標

☑ ☑ ☑

7・9 全照明をLED化し、CO2削減。 サーバー室の温度管理を自動化する。

1･4･10 社会奉仕団体を通じ海外留学生への奨学金を寄付した。 定期健診及び人間ドックの費用を負担する。

9・12 経費精算、書類確認を社外から申請を可能にした。 支払手形から電子債権への移行。

12・13
14・15

環境取り組み業者を仕入先として優先して選定した。
地震や水害などからデータを守るため、別拠点にデータを
保存､及びクラウドサービスを活用する。

1 事業者等の名称

中島熱化学工業株式会社

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数 2

業種 ２．建設業

8
ストレスチェックを実施。
産業医による健診結果の確認、助言を実施。

ハラスメント講習を実施する。

5 所在地

125-0051

東京都葛飾区新宿２－２３－３

ホームページＵＲＬ http：//www.nakanetsu.com

従業員（構成員）数 10人

4 代表者　職・氏名

職名 代表取締役社長

氏名 田中　崇彦



第１号様式（第５条関係）

年 2 月 5 日

2

3

〒

6

5 所在地

125-0051

東京都葛飾区新宿２丁目２３番３号

ホームページＵＲＬ https://w ww .nakanetsu.com /index.htm l

従業員（構成員）数 10人

4 代表者　職・氏名

職名 代表取締役社長

氏名 田中　崇彦

1 事業者等の名称

中島熱化学工業株式会社

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数 2

業種 ２．建設業

8・１０ ハラスメント講習を実施する。
ハラスメント講習(リモート参加含)を実施した。
ストレスチェックも実施予定。

１・８ 物価高騰に伴い､基本給のベースアップを実施。

３・7
１３

サーバー室の温度管理を自動化する。 WBGT値の測定及び作業環境を管理し、職場環境の改善を目指す。

1･３ 定期健診及び人間ドックの費用を負担する。
４０歳以上を対象に脳ドックや心臓ドックの受診を推奨し費用を負担する。
検診後に産業医による就業判定やコメントの実施。

9・12 支払手形から電子債権への移行。 請求書の発送業務をデジタル化を目指す

４・８
地震や水害などからデータを守るため、別拠点にデータを保存､及びクラウド
サービスを活用する。

資格取得支援の実施。
講習費、受験費用を会社負担とする。

目標に関連する取組内容等

ゴール これまでの取組内容 2026 年12月31日までの取組目標

☑ ☑ ☑

☑ ☑ ☑ ☑ ☑

☑ ☑ ☑

「つくる責任 つかう責任」を最重要課題に設定し、CO2削減(脱炭素)を実践し地球環境を守ります。
従業員へは仕事で求められる能力を学び続けてキャリアアップ可能な支援をします。

目指すＳＤＧｓのゴール（複数選択可）

葛飾区ＳＤＧｓ宣言書

変更日 2026

事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

企業だけでなく全従業員一丸となって持続的成長を実現し､安定した利益をあげる。
また､従業員がいきいきと働き、社会課題に積極的に取り組んでいる。

事業者等としてのねらい、特徴的な活動

http://#

